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１．先行トンネルとの近接施工に向けた掘進管理

■概要

(上り)1316m + (下り)1324m

Nalt

Ns-m

Ns

Nm-s

bs

Nts

回転立坑 発進到達立坑
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地理院地図(国土地理院)(https://maps.gsi.go.jp)をもとに、東日本高速道路（株）が加工

bs 層 Ns-m層 Ns層 Nm-s層
土砂(盛土) 泥質砂岩主体層 砂岩 砂質泥岩主体層

最近接（離隔:380mm）延長：約400ｍ

後行トンネル（下り線）の施工時において、先行トンネルに最も近接する区間の施工に向け、初期掘進時にトライア
ル計測および解析し、最近接部における線形管理及び掘進管理値を設定

○特徴
・上下線の最近接部離隔：380mm
・上下線の最近接部延長：約400m

○最近接部の施工に向けた初期掘進時の取り組み事項
・離隔確保のための適切な線形管理（自動追尾測量及びクリアランス計測装置によりクリアランスの先行予測）
・電磁波探査装置によるトンネル離隔の計測
・トライアル計測及び解析結果を踏まえた掘進管理の設定

最小離隔
380mm

（先行TN）（後行TN）

１．１ 最近接部の概要

釜利谷ＪＣＴ

栄ＩＣ・ＪＣＴ
（仮称）
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１．先行トンネルとの近接施工に向けた掘進管理

１．2 線形管理
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・自動追尾測量及びクリアランス計測装置によりクリアランスの先行予測を行う線形管理を基本とする
・補足的に、電磁波探査装置によりトンネル離隔の計測を実施し、先行トンネルとの離隔を確保する

■電磁波探査装置におけるトンネル離隔の計測

自動追尾測量等と合わせて電磁波探査装置での測定値を監視し、リアルタイムにトンネル間離隔の傾向を監視する

■自動追尾測量およびクリアランス測量

電磁波探査装置・地山探査装置

自動追尾測量 クリアランスの先行予測
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トライアル計測・解析断面

１．3 トライアル計測データを活用した掘進管理
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・最近接部の掘進に先立ち、トライアル計測・解析断面における地盤変状、トンネル変形・応力を計測して挙動を把握することにより、
最近接部における予測精度を高め、掘進管理方法に反映する

・STA28+37付近の断面1で、上り線（先行トンネル）および下り線（後行トンネル）掘進時の各種データを計測

■計測概要

最近接部断面

トライアル計測断面（断面1）

１．先行トンネルとの近接施工に向けた掘進管理

三次元掘削解析モデル（事前・事後解析）

施工

計測

事後解析

事前解析

・断面1における計測データおよび施工時の荷重等を用いて事後解析（3次元掘削解析）を実施し、
最近接部における併設影響事前予測の精度を向上させる

■解析内容

①トライアル断面の掘削
（上り線・下り線）

③計測結果を再現するような
解析のモデル化および条件を設定

④事後解析で得られた
解析モデルを用いて、
最近接部における
併設影響を事前に予測

⑤・⑨
最近接部の掘削

⑥・⑩
事前予測と
計測値の比較

⑦必要に応じて
解析モデルの修正

⑧必要に応じて
掘進管理値の修正

②トライアル断面における
計測結果の整理・分析

後行トンネル

先行トンネル

（上り）1,316m、（下り）1,324ｍ

回転立坑
発進到達立坑

釜利谷ＪＣＴ

栄ＩＣ・ＪＣＴ
（仮称）
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・後行トンネル（下り線）の本掘進においては、切羽圧・裏込め注入圧に加え、滑剤注入圧の圧力も監視しながら施工を実施する
・セグメント内空変位をリアルタイムに計測し、事前予測値と比較しながら掘進を行い、セグメントの安全性確保を確実に実施していく
・なお、先行トンネルに事前予測を上回る事象が発生した際は、安全のために必要な措置を実施した上で、原因を究明し適切に対応する

■掘進管理

１．3 トライアル計測データを活用した掘進管理

１．先行トンネルとの近接施工に向けた掘進管理

・レーザー距離計を先行トンネル（上り線）坑内に設置し、リアルタイムでトンネル内空変位を計測する

■計測管理

・事前予測の結果、下り線掘進時には上り線掘進時と同様の掘進管理を実施することで、セグメントは許容値を満足することを確認した
・下り線の掘進においても、上り線施工時と同様の掘進管理を継続するが、作用圧力が低下すると先行トンネルの引き込みが大きくなることが予測されるため以下の対応を実施する

⇒ 上り線掘進管理に加えて、滑剤注入圧は、上り線実績値（水圧＋120kPa以上）と同程度の圧力を平均的に作用させるよう掘進を行っていく

レーザー距離計

施工

計測

事後解析

事前解析
トライアル施工

サイクル

・事前予測と計測値を常に比較し、大きな差異が生じる場合は事後解析を見直し、
事前解析の向上を図る

・見直した事前解析結果に基づく、掘進管理値を改めて設定し、施工に反映する
・その繰り返しによって、セグメントの安全性確保を確実に実施していく

■トライアル計測施工サイクル

レーザー距離計

計測イメージ
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